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品　　名 品　　番 備　　考

排気延長キット SGP-PEX560K ---

アナログ入出力基板 CZ-CAPM1 アナログ入出力対応用

フロースイッチ 623-307-6898 サービス部品扱い

1. 別売部品一覧
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（1）排気延長キット（SGP-PEX560K）

■外形寸法図

■排気延長キットの据付
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2. 一体型チラーユニット関連部品

F-4

別売部品編



F-5

2. 一体型チラーユニット関連部品 別売部品編



2. 一体型チラーユニット関連部品

F-6

別売部品編



F-7

2. 一体型チラーユニット関連部品 別売部品編



2. 一体型チラーユニット関連部品

F-8

別売部品編



F-9

2. 一体型チラーユニット関連部品 別売部品編
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（2）アナログ入出力基板

J1J2 J3

J4 J5

J6 J7J8

J9

TB
1

No. 名　称

1 J4（白）　電源コネクタ

2 J2（白）　電源コネクタ

3 J8（白）　アナログ入力（4～ 20mA）

4 J6（白）　アナログ出力（4～ 20mA）

5 TB1　通信（RS485）
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● 取り付け工事の前にユニットに同梱されている「据付工事説明書」と、この据付工事説明書をよくお読みの
うえ取り付けてください。特に「安全上のご注意」は、施工前に必ずお読みください。また、この据付工事
説明書はお客様で保管いただくように依頼してください。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

「死亡や重傷を負うおそれがある
  内容」です。

してはいけない内容（禁止事項）です。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

実行しなければならない内容（強制事項）です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が
  発生するおそれがある内容」です。

■据付工事説明書に記載されていない方法や、各説明書に記載されていない本体および付属品への追加工、指定の部品を使
用しない方法で据え付けされたことにより事故や損害が生じたときには、当社では責任を負えません。
また、その据え付けが原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外となります。

CZ-CAPM1

2. 一体型チラーユニット関連部品
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■ アイレット準備
① 配線を通すアイレット（図1）にカッター等で切り込みを入れます。

＜1. 取り付けのまえに＞

図１
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■ アナログ入出力基板準備
① 固定のネジ3本を取りはずし、配線をまとめているテープをはずした状態にしてください。（図2参照）

■ 取り付けの仕方
① 電装ボックス右側面にアナログ入出力基板を付属の本体固定ネジ（2個）で取り付けてください。（図3参照）

締め付けたネジの先端に付属の本体固定ネジ用キャップを取り付けてください。
② アナログ入出力基板の保護チューブ付きの配線を、切り込みを入れたアイレットに通し、電装ボックス内へ入れ

てください。（図4参照）

＜2. アナログ入出力基板（本体）取り付け＞

図３ 図４

図２

2. 一体型チラーユニット関連部品
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■ 配線の引き回しと結線方法
① 電装ボックス内の右側面にあるクランパ－2箇所に配線を共締めしてください。（図5 ※1部参照）
② コネクタ（青、3P）をパワー基板のCN015（青、3P）に接続します。
③ 保護チューブ付きの配線を左側面上側のアイレットから電装ボックスの外に出してください。
④ 端子台ボックスの裏側を通して左下側から保護チューブ付きの配線を引き込んでください。

この時、配線がエンジン側に接触したり、端子台ボックスの端部に接触したりしない様にしてください。
⑤ 端子台ボックスの左側を通し、12P端子台のRS485通信のところと配線色が合うように端子台に取り付けてくだ

さい。（締付トルク：0.78～0.86 N・m）
⑥ 電装ボックス内と外側に取り出した所をクランパ－（現地手配）で他の配線と結束してください。

（図5 ※2部参照）

＜1. アナログ入出力基板の配線接続＞
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■ リモコンなしで外部の中央監視コントローラーから温度設定を変更する場合
水熱交換器基板の設定を行います。（図8参照）

①外部からの運転／停止信号の種類を選択します。
無電圧a接点のスタティックまたはパルスを外部からの運転／停止信号としてください。

外部からの運転／停止信号
無電圧 a 接点スタティック
無電圧 a 接点パルス

SW001 の 1 番
ON（ノブが左側）
OFF（ノブが右側）

■ 変流量制御を行う場合
変流量制御で使用する場合には、アナログ入出力基板に以下に記載する機器を接続してください。

・出力
AO1端子

インバーター(ポンプ)：ポンプ駆動用で電流入力が4-20mAによる周波数変更機能があるもの。

変流量制御中に運転ユニット台数が変化した際にフロースイッチが
OFFしないように、ポンプの周波数変化速度（冷温水制御量）を
設定してください。
※設定方法はチラーコントローラーの取扱説明書をご覧ください。

・入力
AI1端子

水温センサー：測温抵抗体Pt100Ω合流部往き温度測定用。
水温センサー出力変換器：水温センサーからの温度信号を4-20mA信号に変換。

AI2端子
流量計：全体流量を計測できるもの（電流出力4-20mA）

アナログ入出力基板に以下に記載する機器を接続してください。
・入力

AI1端子
中央監視コントローラー：設定温度を4-20mA信号で出力する。

＜2. 機器設定について＞

●現地設備

RS485通信

AO1

一体型チラー
ユニット

アナログ
入出力基板
（本部品）

+
－

+
－

+ － アース

+
－

・チラーコントローラー
（別売品）

リモコン配線
（現地手配）

AI2

AI1

・ポンプ（インバーター内蔵）
・インバーター

流量計

水温センサー出力変換器 水温センサー

②アナログ入出力基板を接続して設定温度可変にする場合
SW007（４Pのディップスイッチ）の２番をONにしてください。（図7参照）

連続したアドレスに設定してください。

図６

図７
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図８　水熱交換器基板

SW013

SW011

SW010

SW009

SW012

SW002
（黒色）

SW003
（黒色）

SW004
（黄色）

SW005
（黄色）

SW006
（赤色）

SW015

SW007

SW014
SW001

SW008

+ － アース
RS485通信

一体型チラー
ユニット

アナログ
入出力基板
（本部品）

AI1

設定温度範囲
　・運転モード別で温度範囲を切り替える。　
　　冷却時 ： 5.0～15.0℃（0.1℃刻み）
　　冷却時（ブライン） ： -15.0～15.0℃（0.1℃刻み）
　　加熱時 ： 35.0～55.0℃（0.1℃刻み）

信号：4-20mA

●現地設備

中央監視コントローラー+
－

図９
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端子台ボックスの 12P 端子台
アナログ入出力基板の 3P 端子台
アナログ入出力基板の 6P 端子台

ネジ

M3.5

M4

締付トルク（N・m）

0.78 ～ 0.86

1.17 ～ 1.29

＜ご注意＞
・シールド線を使用してください。
・アナログ入力とアナログ出力配線のシールは、外部機器側で接続してください。
・配線径範囲 0.5～2mm2、配線長最大 300m
・配線に極性があります。＋－の配線に注意して配線してください。
・アナログ出力仕様　最大 300Ω

■ アナログ入出力基板への接続について
① 付属の再生クランパーを図示の穴位置に差し込んで、軽く巻いてください。（図10参照）

この時、結線時に引き出し方向が内側を向くようにしてください。
② ユニット本体のアナログ入出力基板配線引込口から配線をユニット内部に引き込みます。（図10参照）
③ 配線を再生クランパーの下側から通して、その後アナログ入出力基板内部右側にあるクランパーの上を通るよう

に引き込みます。（図10参照）
④ 配線を指定の場所に接続してください。（図11、12参照）

その際に表の締付トルクで固定してください。
（。いさだくてし定固を線配、てし通を）品属付（ーパンラク束結に具定固線配の部内板基力出入グロナア ⑤ 図13参照）

その際に配線が内部のクランパーの右側にはみ出したり、ボックスの側面より外側に配線が出たりすることのない
ようにしてください。

⑥ 再生クランパーを引っ張って、外部配線を固定してください。
その時に、各板金のエッジ部に接触することのないようにしてください。

※通信線は入力側を端子台ボックスのRS485通信に、出力側をアナログ入出力基板のRS485通信に接続してください。
また、通信線を同一箇所で3線以上接続しないでください。

＜3. 現地配線の取り付け＞

図10

結束クランパー
（付属品）配線固定具

図11

図13

図12
変流量制御の場合
（アナログ入出力基板）

リモコン無しで外部の
中央監視コントローラーからの
設定温度変更を行う場合
（アナログ入出力基板）

2. 一体型チラーユニット関連部品
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＜ご注意＞
・シールド線を使用してください。
・アナログ入力とアナログ出力配線のシールは、外部機器側で接続してください。
・配線径範囲 0.5～2mm2、配線長最大 300m
・配線に極性があります。＋－の配線に注意して配線してください。
・アナログ出力仕様　最大 300Ω

■ ユニットの端子台側への接続について
※ ユニットに付属の「据付工事説明書（電気工事編）」も合わせてお読みください。
① 端子台ボックス内部の12P端子台および2P端子台に接続する外部配線がある場合、配線固定具に結束クランパー

（付属品）を通してアナログ入出力基板の配線も一緒に固定してください。（図14参照）

作業後に、各ボックスのふたを閉めてください。

■ 配線図
※ ユニットに付属の「据付工事説明書（電気工事編）」も合わせてお読みください。

図15

図14
端子台ボックスの結線
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（3）フロースイッチ

FQS-W20G

28

2

15
9

部品番号	 ：623-307-6898

カタログ番号	：FQS-W20G（50A用）
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